
傷病者に反応がない場 誰「、合 かきて！」
「、め集を人で声大と あなたは119番

に連絡してください」、別の人には「あ
なたはＡＥＤを持ってきてください」
と具体的に指示してください。

「大丈夫ですか？」や「もしもし　」などと問
いかけながら傷病者の肩をやさしく叩
きます。　

反応

呼吸観察で心停止と判断したら、ただち
に胸骨圧迫を開始します。胸の真ん中（左
右の真ん中で、かつ、上下の真ん中）を目安
に、胸が約5ｃｍ沈み込むように強く圧迫し
ます。また、1分間に100回～120 回のテ
ンポで可能な限り中断せずに、絶え間なく
行います。

呼吸観察



参考文献：「改訂5版・救急蘇生法の指針2015市民用」（日本救急医療財団心肺蘇生法委員会監修）

電極パッドが肌にしっかり貼り付けら
れると、機械が傷病者から離れるよう
指示します。電気ショックを与える必
要があるかどうかを判断するために、
機械が自動的に心電図の解析を始めま
す。他の人が傷病者に触れていると正
しい解析ができません。

心電図の解析が終わり電気ショックが必
要と判断されれば、ショックボタンを
押すように機械から指示が出ます。そ
の指示に従ってショックボタンを押して
ください。この際も必ず他の人は傷病
者から離れてください。直接傷病者に
触れていると感電する危険があります。

電気ショックの後は、すぐに胸骨圧迫から
心肺蘇生を再開します。再開して2分経
過したら、機械が傷病者から離れるよう指
示を出し、再度心電図の解析を始めます。
以後、機械のメッセージに従ってください。

制作：株式会社ヤガミ　http://aed.yagami-inc.co.jp

ＡＥＤが到着したら電源を入れ音声メッ
セージに従います。

　電極パッドは胸の右上（鎖骨の下で胸骨の右）と左下側（脇の下から5～8cm下、乳頭の斜め下）に貼付するのが
標準的です。電極パッドは傷病者の肌にしっかり密着させます。電極パッドと肌の間に空気が入っていると電気
がうまく伝わりません。
　また、体毛の濃い傷病者に対してはAEDの効果が半減するばかりではなく、火傷の原因にもなります。本来貼
り付ける位置に近い場所で胸毛の少ない場所があればそこへ貼り付けます。予備の電極パッドがあれば、予備の
電極パッドで素早く胸毛ごと剥がしてから、新しい電極パッドを貼り直します。カミソリがある場合は、胸毛を
剃ってから電極パッドを貼り付けます。

は出っ張りを避けて貼り付けてください。
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